
「現役裁判官と一緒に身近な事例で考えよう！」
若者と法律についての対話型ワークショップ

さいたま地方裁判所 令和６年１１月１４日実施
県民の日 民事法学習イベント

中学２年生から大学２年生までの２０名が参加し、新成人が直面するかもし
れない身近な法的トラブル（アルバイトやSNSへの書き込み等）の事例を題
材に、裁判官を交えての意見交換を行いました！

参加者のみなさんからは積極的な意見が出され、大変な盛り上がりを見せま
した！

事例紹介
参加者のみなさんに、大学１年生の太郎く

んが巻き込まれてしまったトラブルについて、
３つの事例をスライドショーで紹介しました。
みなさんは細かくメモを取りながら真剣に視
聴していました。

裁判官と意見交換
３グループに分かれ、いよいよ現役裁判官

との意見交換タイム。各テーブルに用意され
た六法全書を参照し、事例に法律をあてはめ
ながら議論しました。参加者から積極的に意
見や質問が出され、どのグループも大変盛り
上がっていました。

法廷見学・記念撮影
意見交換会後は法廷を見学しました。また、

裁判官の法服を着用し、記念撮影を行いました。

裁判官も同席し、参加者からの様々な質問に
答えていました。

参加者の声（一部抜粋）
・自分以外の人の考えや意見を聴けるいい機会になりました。裁判官からお話を聴いて、法律、
法曹界により興味が湧きました。
・裁判官を交えて同世代の人と身近なトラブルについて考えるスタイルがとてもよかったです。
・法律は難しそうなイメージでしたが、常識の積み重ねと聞いて納得しました。

・一つの事例に対して、訴える方と訴えられる方の両方の視点から向き合い、法というものをど
う生かしていくか考えることで法律の奥深さを知ることができました。


